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様式第□号－□

事務事業の概要

１ 概況

(1) 目的

本校は、保健師助産師看護師法による看護師及び助産師を養成する教育施設であり、看護師

及び助産師としての必要な専門的知識、技術及び態度を修得させ、地域社会に貢献できる幅広

い見識を持つ心豊かな専門職業人を育成することを目的としている。

（組織図）

（令和７年８月 31 日現在）

（その他会計年度任用職員等）

(2) 沿革

昭和 49 年４月 静岡県立東部高等看護学院として看護１学科(入学定員 40 名)・看護２学科

(入学定員 40 名)を設置し開校。

昭和 51 年４月 学校教育法の専修学校制度の制定に伴い、静岡県立東部看護専門学校に改称。

総務課・教務課の２課新設。

校長 副校長 総務課長 総務、会計担当 課長 １人

主査 ２人学生、会計担当

教務課長 看護１学科長 １年担当
課長 １人

教育主幹 ３人

教育主査 13 人

教育主任 ３人

２年担当

３年担当

実習担当

看護２学科長 １年担当

２年担当

実習担当

助産学科長 １年担当

実習担当

職員数計 25 人

職名
健康

管理医

会計年度任用職員
外部

講師
実習指導

(看護学科)

実習指導

(助産学科)
教務補助 総務補助

学校運営

補助

人数 １人 ９人 ６人 ２人 ２人 １人 228 人
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平成 17 年３月 新校舎完成、移転。

平成 17 年４月 看護１学科の入学定員を１学年２クラス（80 名）に増員。

平成 31 年４月 助産学科を開設。（１年課程、定員 10 名）

静岡県立看護専門学校に校名変更。

(3) 教育理念

私たちは、静岡県内、特に東部地域において、県民の保健・医療・福祉の担い手として活躍

できる質の高い看護師及び助産師を育成することを責務としている。

私たちは、看護、助産を学ぶ人に主体的に学習する環境を整え、生命の尊厳と人間を尊重し、

高い倫理観を持ち、豊かな感性を培い、看護、助産を実践する人を育てる。

(4) 学科別修業年限及び定員

(5) 受験資格及び免許資格

学科 修業年限 学年定員 総定員 備考

看護１学科 ３年 80 人 240 人 平成 17 年より定員を増加

看護２学科 ２年 40 人 80 人

助産学科 １年 10 人 10 人 平成 31 年４月開設

計 － 130 人 330 人

学 科 受 験 資 格 卒業後の免許資格

看護１学科

(1) 高等学校を卒業又は卒業見込みの者

(2) 高等学校卒業程度認定試験(旧大学入学試験検

定)に合格している者又は合格見込みの者

(3) 文部科学大臣が(1)の者と同等以上の学力を

有すると認定した者

(1)看護師国家試験

受験資格が与えら

れ、これに合格し

たときは看護師の

免 許 が 取 得 で き

る。

(2)保健師、助産師

養成学校の受験資

格が得られる。

看護２学科

(1) 高等学校衛生看護科を卒業又は卒業見込みの准

看護師

(2) 高等学校又は中等教育学校を卒業又は卒業見込

みの准看護師

(3) 准看護師免許を得た後､３年以上准看護師の業務

に従事した者

(4) 高等学校卒業程度認定試験(旧大学入学試験検

定)に合格している又は合格見込みの准看護師

(5) 文部科学大臣が高等学校を卒業した者と同等以

上の学力を有すると認定した者であって准看護師

である者

助産学科

(1) 看護師学校養成所を卒業又は卒業見込みの女子

(2) 外国の看護師学校を卒業した者又は外国で看護

師資格を取得した者で、厚生労働大臣が(1)の者と

同等以上の知識及び技能を有すると認定した女子

助産師国家試験受

験資格が与えられ、

これに合格したと

きは助産師の免許

が取得できる。
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(6) 授業料、入学検定料

（令和７年度）

２ 学校の事務又は事業の目的、計画及び実績(成果)並びに評価（課題等）及び改善

(1) 目的

本校は、学生に医療の現場で必要な実践力等を確実に修得させ、静岡県内、特に東部地域に

おいて県民の医療の担い手となる看護師及び助産師の育成を目的としている。

(2) 計画及び実績（成果）

ア 学生の入学・在籍状況

（健康福祉部□）

入 学 状 況 調

※（ ）内は男子学生で内数

学 科 授業料（年額） 入学検定料 摘要

看護１学科

172,000 円 4,700 円 平成 20 年４月１日改定看護２学科

助産学科

年度・学科

区分

令和５年度 令和６年度

看護

１学科

看護

２学科

助産

学科
計

看護

１学科

看護

２学科

助産

学科
計

定員(A) 80 40 10 130 80 40 10 130

志願者 126(-) 3(-) 41(0) 170(-) 91(-) 4(-) 40(0) 135(-)

受験者 113(-) 2(-) 39(0) 154(-) 79(-) 4(-) 38(0) 121(-)

合格者 74(-) 2(-) 9(0) 85(-) 65(-) 3(-) 10(0) 78(-)

うち補欠合格者 0(-) 0(-) 2(0) 2(-) 0(-) 0(-) 0(0) 0(-)

入学者(B) 53(11) 2(0) 9(0) 64(11) 46(8) 3(1) 10(0) 59(9)

充足率(B/A)％ 66.3% 5.0% 90.0% 49.2% 57.5% 7.5% 100.0% 45.4%

年度・学科

区分

令和７年度

看護

１学科

看護

２学科

助産

学科
計

定員(A) 80 40 10 130

志願者 78(-) 8(-) 38(0) 124(-)

受験者 71(-) 8(-) 34(0) 113(-)

合格者 65(-) 6(-) 10(0) 81(-)

うち補欠合格者 0(-) 0(-) 0(0) 0(-)

入学者(B) 58(7) 4(0) 10(0) 72(7)

充足率(B/A)％ 72.5% 10.0% 100.0% 55.4%
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（健康福祉部□）

在 籍 学 生 数 調

（令和７年８月 31 日現在）

※（ ）内は男子学生で内数

※減…退学等、増…留年等。

イ 教育の展開（教育時間数）

（看護１学科実績） （令和６年度）

（看護１学科計画） （令和７年度）

（看護２学科実績） （令和６年度）

項目

学科別 学年

定 員 入学者数 減 増 現 在

看護

１学科

1 年 80 58( 7) 0( 0) 7( 2) 65( 9)

2 年 80 46( 8) 6( 2) 10( 3) 50( 9)

3 年 80 53(11) 15( 4) 4( 1) 42( 8)

看護

２学科

1 年 40 4( 0) 0( 0) 1( 1) 5( 1)

2 年 40 3( 1) 1( 1) 0( 0) 2( 0)

助産学科 1 年 10 10( 0) 0( 0) 0( 0) 10( 0)

計 330 174(27) 22( 7) 22( 7) 174(27)

学年 基礎分野
専門

基礎分野
専門分野 臨地実習 計

１年 244 350 378 135 1,107

２年 90 123 666 315 1,194

３年 15 60 120 660 855

計 349 533 1,164 1,110 3,156

学年 基礎分野
専門

基礎分野
専門分野 臨地実習 計

１年 244 350 378 135 1,107

２年 90 123 666 315 1,194

３年 15 60 120 660 855

計 349 533 1,164 1,110 3,156

学年 基礎分野
専門

基礎分野
専門分野 臨地実習 計

１年 154 338 697 180 1,369

２年 30 62 136 600 828

計 184 400 833 780 2,197
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（看護２学科計画） （令和７年度）

（助産学科実績） （令和６年度）

（助産学科計画） （令和７年度）

学年 基礎分野
専門

基礎分野
専門分野 臨地実習 計

１年 154 338 697 180 1,369

２年 30 62 136 600 828

計 184 400 833 780 2,197

学年
基礎

助産学

助産診断

・技術学

地域

母子保健
助産管理

助産学

研究
臨地実習 計

１年 166 285 30 30 15 540 1,066

学年
基礎

助産学

助産診断

・技術学

地域

母子保健
助産管理

助産学

研究
臨地実習 計

１年 166 285 30 30 15 540 1,066
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ウ 実習施設の状況

（令和６年度）

施設名 所在地

静岡医療センター 駿東郡清水町

静岡県立総合病院 静岡市葵区

静岡県立こども病院 静岡市葵区

沼津市立病院 沼津市

富士宮市立病院 富士宮市

富士市立中央病院 富士市

伊東市民病院 伊東市

共立蒲原総合病院 富士市

三島総合病院 三島市

伊豆赤十字病院 伊豆市

裾野赤十字病院 裾野市

聖隷沼津病院 沼津市

沼津中央病院 沼津市

順天堂大学医学部附属静岡病院 伊豆の国市

伊豆保健医療センター 伊豆の国市

鷹岡病院 富士市

熱海所記念病院 熱海市

国際医療福祉大学熱海病院 熱海市

岡村記念病院 駿東郡清水町

三島中央病院 三島市

ふれあい沼津ホスピタル 沼津市

富士いきいき病院 富士市

社会福祉施設（作業訓練施設通所授産センターきさらぎ） 沼津市

市町保健センター（長泉町健康増進課他７箇所） 駿東郡長泉町他

介護老人保健施設（介護老人保健施設梅名の里他２箇所） 三島市他

認知症対応型共同生活介護施設（高齢者グループホーム奄美他 13 箇所） 沼津市他

特別養護老人ホーム（炉暖の郷他８箇所） 沼津市他

訪問看護ステーション（訪問看護ステーションふしみ他９箇所） 駿東郡清水町他

保育所（裾野市立西保育園他 18 箇所） 裾野市他

地域包括支援センター（三島市錦田地区地域包括支援センター他９箇所） 三島市他

助産所、産前産後ケアセンター（桃太郎助産院他５箇所） 伊豆市他
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（令和７年度）

令和７年８月 31 日現在

施設名 所在地

静岡医療センター 駿東郡清水町

静岡県立総合病院 静岡市葵区

静岡県立こども病院 静岡市葵区

沼津市立病院 沼津市

富士宮市立病院 富士宮市

富士市立中央病院 富士市

伊東市民病院 伊東市

共立蒲原総合病院 富士市

三島総合病院 三島市

伊豆赤十字病院 伊豆市

裾野赤十字病院 裾野市

聖隷沼津病院 沼津市

沼津中央病院 沼津市

順天堂大学医学部附属静岡病院 伊豆の国市

伊豆保健医療センター 伊豆の国市

鷹岡病院 富士市

熱海所記念病院 熱海市

国際医療福祉大学熱海病院 熱海市

岡村記念病院 駿東郡清水町

三島中央病院 三島市

ふれあい沼津ホスピタル 沼津市

富士いきいき病院 富士市

三島森田病院 三島市

社会福祉施設（作業訓練施設通所授産センターきさらぎ） 沼津市

市町保健センター（長泉町健康増進課他８箇所） 駿東郡長泉町他

介護老人保健施設（介護老人保健施設梅名の里他２箇所） 三島市他

認知症対応型共同生活介護施設（高齢者グループホーム奄美他 12 箇所） 沼津市他

特別養護老人ホーム（炉暖の郷他８箇所） 沼津市他

訪問看護ステーション（訪問看護ステーションふしみ他９箇所） 駿東郡清水町他

保育所（裾野市立西保育園他 24 箇所） 裾野市他

地域包括支援センター（三島市錦田地区地域包括支援センター他８箇所） 三島市他

助産所、産前産後ケアセンター（桃太郎助産院他４箇所） 伊豆市他
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エ 国家試験受験状況

※本校集計は新卒者のみ。県平均及び全国平均は既卒者、大学等を含む。

オ 卒業生の進路状況

（健康福祉部□）

卒 業 生 の 状 況 調

(看 護 １ 学 科 )

(看 護 ２ 学 科 )

区分 令和５年２月実施 令和６年２月実施 令和７年２月実施

資格 看護師 助産師 看護師 助産師 看護師 助産師

学科 １学科 ２学科 計 助産学科 １学科 ２学科 計 助産学科 １学科 ２学科 計 助産学科

受験者 49 3 52 8 45 2 47 9 37 3 40 10

合格者 48 3 51 8 44 2 46 9 37 3 40 10

不合格 1 0 1 0 1 0 1 0 0 0 0 0

合格率 98.0% 100% 98.1% 100% 97.8% 100% 97.9% 100% 100% 100% 100% 100%

県平均 95.2% 60.0% 96.5% 96.6% 94.9% 66.7% 95.6% 98.4% 94.3% 60.0% 90.1% 100%

全国平均 - - 90.8% 95.6% - - 87.8% 98.8% - - 87.8% 98.8%

卒業者数

就職先

４年度 ５年度 ６年度
摘 要

49 人 45 人 37 人

県
内
医
療
機
関
等

独立行政法人 3 2 2

県立 3 3 6

市町・共立 8 10 6

団体法人 33 26 16

個人 0 0 0

その他 0 0 0

計 47 41 30

県外医療機関等 1 3 5

看護師以外 1 1 0

進学 0 0 2

未就職者 0 0 0

卒業者数

就職先

４年度 ５年度 ６年度
摘 要

3 人 2 人 3 人

県
内
医
療
機
関
等

独立行政法人 0 0 0

県立 0 0 0

市町・共立 0 0 0

団体法人 2 1 2

個人 0 0 0

その他 0 0 0

計 2 1 2

県外医療機関等 0 1 1

看護師以外 0 0 0

進学 1 0 0

未就職者 0 0 0
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(助 産 学 科 )

カ 学生の健康管理

令和７年度健康診断結果（令和７年５月～６月に実施。休学者を除く。）

受診状況

診断結果

＊採血は１年生のみ実施

キ 学生向けカウンセリングの実施

スクールカウンセリングは、生活における全ての人間関係（クラス員や臨地実習）や家庭内

の環境（金銭面、保護者との関係）等様々な学習環境を乗り越え、心身ともに健全な看護師へ

と成長していくためのサポート体制である。単なる問題解決だけでなく、学生の自己理解を深

め、将来のキャリア形成を支える意味でも大きな役割を担っている。

学生の多様化する相談にタイムリーに対応するため、臨床心理士２名が隔週で来校し、原則

月４回の相談日を設けている。また、予約なしでも気軽にカウンセリングを受けることができ

る体制としている。カウンセリングの実施後は、経過を見ていくだけでなく、必要に応じ専門

医への受診勧奨など個別に支援を行っている。

卒業者数

就職先

４年度 ５年度 ６年度
摘 要

8 人 9 人 10 人

県
内
医
療
機
関
等

独立行政法人 0 0 0

県立 1 0 0

市町・共立 2 5 6

団体法人 5 4 4

個人 0 0 0

その他 0 0 0

計 8 9 10

県外医療機関等 0 0 0

助産師以外 0 0 0

進学 0 0 0

未就職者 0 0 0

対象者数 受診者数 受診率 未受診の理由

169人 168人 99.4% 校医検診前に１名休学

区分 人数 備考

異常なし 139人

経過観察 29人 □□□□

要治療 ０人
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(3) 評価（課題等）及び改善

本校は、昭和 49 年の開校以来、4,009 人の卒業生を輩出し、静岡県内、特に東部地域の看護

職員の確保に寄与している。このような中、看護職不足に対応し、より多くの看護師、助産師

を地域に送り出していくため、入学者確保の促進や国家試験合格率向上に向けた取組を強化し

ている。

入学者確保に向けた取組としては、高校訪問や高校生を対象とした進路相談会、オープンキ

ャンパス等の機会を通じて学校を紹介するとともに、ホームページやＳＮＳ等の各種広報媒体

を活用した学生募集活動を行った。また、電子教科書の導入や、臨床に近い環境を再現できる

看護教育用シミュレータ及び電子カルテシステムを演習で活用するなど、看護教育のＩＣＴ化

に取り組んでいる。

本校の魅力向上に向けて効果的な取組等を検討するため、県東部地域を中心とする医療機関

や関係団体、高校、看護師養成所による検討会を設置し、６月 18 日第１回検討会を開催した。

検討会の意見等を踏まえ今後の取組の方向性や方策等を検討していく。

国家試験については、卒業生全員の合格を目標に取り組んでいる。令和６年度の国家試験で

は、看護１学科、看護２学科、助産学科全員合格した。令和７年度も引き続き、低学年から国

家試験を意識した基礎学力の強化を図り、最高学年では不得意分野克服のための対策を講じる

など、全ての学科で合格率 100％を達成できるように取り組んでいく。
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授 業 料 収 納 状 況 調

（令和６年度）

期間 学科 学年
人数

(人)

単価

(円)
納入額(円)

納入状況

納期内(円) 納期後(円) 未納(円)

前期

１学科

１年

47

1

2

1

2

86,000

65,150

58,200

14,333

2,600

4,042,000

65,150

116,400

14,333

5,200

4,042,000

65,150

116,400

14,333

5,200

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

２年

43

1

1

1

1

86,000

65,150

58,200

30,400

2,600

3,698,000

65,150

58,200

30,400

2,600

3,698,000

65,150

58,200

30,400

2,600

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

３年

31

1

2

3

86,000

58,200

30,400

2,600

2,666,000

58,200

60,800

7,800

2,666,000

58,200

60,800

7,800

0

0

0

0

0

0

0

0

２学科

１年 3 86,000 258,000 258,000 0 0

２年
2

1

86,000

28,666

172,000

28,666

172,000

28,666

0

0

0

0

助産学科 １年 10 86,000 860,000 860,000 0 0

前期計 153 12,208,899 12,208,899 0 0

後期

１学科

１年

47

2

1

1

86,000

58,200

30,400

2,600

4,042,000

116,400

30,400

2,600

4,042,000

116,400

30,400

2,600

0

0

0

0

0

0

0

0

２年

43

3

1

86,000

58,200

2,600

3,698,000

174,600

2,600

3,698,000

174,600

2,600

0

0

0

0

0

0

３年

30

1

3

2

86,000

58,200

30,400

2,600

2,580,000

58,200

91,200

5,200

2,580,000

58,200

91,200

5,200

0

0

0

0

0

0

0

0

２学科
１年 3 86,000 258,000 258,000 0 0

２年 3 86,000 258,000 258,000 0 0

助産学科 １年 10 86,000 860,000 860,000 0 0

後期計 150 12,177,200 12,177,200 0 0

年度計 303 24,386,099 24,386,099 0 0

-11-



（令和７年度）

（令和 7 年 8 月 31 日現在）

※単価が 86,000 円以外の者は、授業料減免対象者または期間途中からの復学者分。

入学検定料・証明書発行手数料収納状況調

（令和６年度）

（令和７年度）

（令和７年８月 31 日現在）

期間 学科 学年
人数

(人)

単価

(円)
納入額(円)

納入状況

納期内(円) 納期後(円) 未納(円)

前期

１学科

１年
46

13

86,000

2,600

3,956,000

33,800

3,870,000

33,800

86,000

0

0

0

２年

37

1

1

8

86,000

58,200

30,400

2,600

3,182,000

58,200

30,400

20,800

3,182,000

58,200

30,400

20,800

0

0

0

0

0

0

0

0

３年

35

3

5

86,000

58,200

2,600

3,010,000

174,600

13,000

3,010,000

174,600

13,000

0

0

0

0

0

0

２学科
１年 4 86,000 344,000 344,000 0 0

２年 2 86,000 172,000 172,000 0 0

助産学科 １年 10 86,000 860,000 860,000 0 0

前期計 165 11,854,800 11,768,800 86,000 0

年度計 165 11,854,800 11,768,800 86,000 0

項目 単価(円) 件数 納入金額(円)

入学検定料 4,700 124 582,800

証明書発行手数料 350 76 26,600

合計 － 200 609,400

項目 単価(円) 件数 納入金額(円)

入学検定料 4,700 9 42,300

証明書発行手数料 350 20 7,000

合計 － 29 49,300
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様式第□号－□

事 業 の 根 拠 法 令 調

様式第□号

職 員 配 置 調

（令和７年８月 31 日現在）

事業名 根拠法令

看護師・助産師

養成事業

学校教育法(第 124 条～第 133 条)

保健師助産師看護師法(第 20 条、第 21 条)

保健師助産師看護師学校養成所指定規則

静岡県立看護専門学校の設置、管理及び授業料等に関する条例

静岡県立看護専門学校の設置、管理及び授業料等に関する条例施行規則

静岡県立看護専門学校学則

区 分 総務課 教務課 計

所在地

担当区域

配
置
職
員

職員(事) 4 人 0 人 4 人

職員(技) 1 19 20

暫定再任用職員(事) 0 0 0

暫定再任用職員(技) 0 1 1

定年前再任用短時間勤務

職員（事）
0 0 0

定年前再任用短時間勤務

職員（技）
0 0 0

計 5 20 25

会計年度任用職員 3 17 20

臨時的任用職員 0 0 0

計 3 17 20

合計 8 37 45
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様式第□号－□

県収入証紙により徴収した使用料及び手数料調

区分
令和６年度 令和７年度（８月31日現在）

件数 件数

入学検定料 124 9

証明書発行手数料 76 20
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様式第□号－□

保 管 現 金 有 高 調

（令和７年度）

（令和７年８月 31 日現在）

様式第□号－□

預 金 調

（令和７年８月 31 日現在）

現金保管者 区分 金額（円）

静岡県立看護専門学校 校長 有料道路通行料継続的資金前渡 23,610

金融機関名 預金種類
口座

番号
口座名義人

残高

（円）
摘要

スルガ銀行

清水町支店

無利息型

普通預金
834947

看護専門学校

資金前渡者 校長 蕪木 宏一
50,100

有料道路

使用料

スルガ銀行

清水町支店

無利息型

普通預金
465337

看護専門学校（自振口）

資金前渡者 校長 蕪木 宏一
0

公共料金

自動振込

残高合計 50,100
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　　　年　　月　　日現在）

枚数 金額 枚数 金額 枚数 金額 枚数 金額 枚数 金額 枚数 金額 枚数 金額

1円券 7 7 41 41 48 48 0 0 10 10 6 6 4 4

2円券 0 0 10 20 10 20 0 0 0 0 0 0 0 0

5円券 2 10 220 1,100 222 1,110 0 0 0 0 0 0 0 0

10円券 12 120 320 3,200 322 3,220 10 100 350 3,500 186 1,860 174 1,740

20円券 3 60 1,440 28,800 1,418 28,360 25 500 602 12,040 563 11,260 64 1,280

50円券 10 500 0 0 10 500 0 0 394 19,700 387 19,350 7 350

84円券 89 7,476 500 42,000 589 49,476 0 0 0 0 0 0 0 0

94円券 65 6,110 50 4,700 115 10,810 0 0 0 0 0 0 0 0

100円券 30 3,000 420 42,000 450 45,000 0 0 1,348 134,800 1,078 107,800 270 27,000

110円券 0 0 1,350 148,500 1,350 148,500 0 0 501 55,110 464 51,040 37 4,070

120円券 8 960 50 6,000 58 6,960 0 0 0 0 0 0 0 0

140円券 0 0 590 82,600 576 80,640 14 1,960 118 16,520 73 10,220 59 8,260

500円券 5 2,500 15 7,500 16 8,000 4 2,000 11 5,500 12 6,000 3 1,500

レター
パック
370

37 13,690 180 66,600 217 80,290 0 0 0 0 0 0 0 0

レター
パック
430

0 0 240 103,200 202 86,860 38 16,340 192 82,560 184 79,120 46 19,780

レター
パック
520

21 10,920 90 46,800 111 57,720 0 0 0 0 0 0 0 0

レター
パック
600

0 0 300 180,000 257 154,200 43 25,800 180 108,000 182 109,200 41 24,600

はがき
（52円）

49 2,548 0 0 2 104 47 2,444 0 0 0 0 47 2,444

往復
はがき
（104円）

39 4,056 0 0 0 0 39 4,056 0 0 0 0 39 4,056

計 51,957 763,061 761,818 53,200 437,740 395,856 95,084

334 165

2 1

114 46

0 1

66 28

1 0

113 46

0 0

627 285

3 2

(注) タクシーチケットの払出枚数欄の上段は使用分、下段は廃棄分。

様式第□号－□

郵　券　等　受　払　調
（令和７年８月31日現在）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：枚、円）

令和６年度 令和７年度

繰　　越 受　　入 払　　出 繰　　越 受　　入 払　　出 差引現在高区分 種　　類 摘要

伊豆観光   
タクシー

2 - 350 - - 16 - 200 - - 50 -

伊豆箱根   
交通

42 - 100 - - 28 - 50 - - 31 -

三島合同   
タクシー

18 - 60 - - 11 - 40 - - 23 -

富士急
静岡
タクシー

31 - 100 - - 18 - 50 - - 22 -

計 93 - 610 - - 73 - 340 - - 126 -

郵
 
 
 
 
 
券

講
師
等
連
絡
・
試
験
採
点
依
頼
、
学
校
案
内
・
合
格
通
知
送
付
外

タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト

講
師
送
迎
用
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余 白
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様式第□号-□

委託料等歳出予算執行状況節別集計表

節 名 会 計 款 項 目

執 行 済 額 （円）

前々年度
前 年 度

左のうち、前年度

からの繰越額分

(12)

委 託 料

一般 健康福祉費 医 療 費 医務福祉費 6,328,740

計 6,871,040 6,328,740 0

(14)

工 事

請 負 費

一般 経 営 管 理 費 経 営 管 理 費 資産経営費 638,000

計 3,605,800 638,000 0

(16)

公有財産

購 入 費

計 0 0 0

(17)

備 品

購 入 費

一般 健康福祉費 医 療 費 医務福祉費 10,299,300

計 6,133,380 10,299,300 0

(18)

負担金、

補助及

び交付金

一般 健康福祉費 医 療 費 医務福祉費 325,500

計 333,600 325,500 0

(21)

補償、補填

及び賠償

金

計 0 0 0

（注）１ 本表は、本庁所管課及び出先機関等において調製する。

２ 表中の６つの節について記載する。

３ 該当予算がない節については『行』を削除せず、執行済額に「０」と記載する。
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様式第□号-□

委託料等歳出予算執行状況節別集計表

（令和７年８月31日現在）

節 名 会 計 款 項 目
執 行 済 額 （円）

うち、前年度からの繰越額分

(12)

委 託 料

一般 健康福祉費 医療費 医務福祉費 972,950 0

計 972,950 0

(14)

工 事

請 負 費

0

計 0 0

(16)

公有財産

購 入 費

0 0

計 0 0

(17)

備 品

購 入 費

0 0

計 0 0

(18)

負担金、

補助及

び交付金

一般 健康福祉費 医療費 医務福祉費 247,000 0

計 247,000 0

(21)

補償、補填

及び賠償

金

0 0

計 0 0

（注）１ 本表は出先機関等において調製する。

２ 表中の６つの節について記載する。

３ 該当予算がない節については『行』を削除せず、執行済額に「０」と記載する。
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様式第□号

契 約 金 額(円)

当初額 変更増減額 計

円 円 円 円
(事務関係)

1 庁舎機械警備 679,800 679,800 0 679,800 

2 電話交換設備等保守 227,040 217,800 0 217,800 

3 451,000 412,500 0 412,500 

4 一般廃棄物収集運搬処分 330,000 330,000 0 330,000 

5 清掃 976,800 976,800 0 976,800 

6 消防設備保守点検 広伸防災㈱ 910,800 910,800 0 910,800 

委　　託　　料　　に　

整理
番号

委　　託　　業　　務　　名 受　　託　　者
当初設計
金額 (円）

セコム㈱

㈱宇式通信システム沼
津営業所

自家用電気工作物保安管理 ㈱ユアーズ静岡

㈲野原商事

㈱東海ビルメンテナス
東静岡営業所
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(令和６年度）

円

随契 R6.4.1 R6.5.31 56,650 校舎時間外・休日の機械警備 随契1号(少額)

～ R6.6.28 56,650 

R7.3.31 R6.7.31 56,650 

R6.8.30 56,650 

R6.9.30 56,650 

R6.10.21 56,650 

R6.11.22 56,650 

R6.12.23 56,650 

R7.1.21 56,650 

R7.2.21 56,650 

R7.3.24 56,650 

R7.4.25 56,650 

小計 679,800 
随契 R6.4.1 R6.5.29 18,150 電話交換設備等の保守管理 随契1号(少額)

～ R6.6.28 18,150 

R7.3.31 R6.7.31 18,150 

R6.8.30 18,150 

R6.9.27 18,150 

R6.10.21 18,150 

R6.11.21 18,150 

R6.12.23 18,150 

R7.1.21 18,150 

R7.2.21 18,150 

R7.3.21 18,150 

R7.4.25 18,150 

小計 217,800 
随契 R6.4.1 R6.5.31 30,800 自家用電気工作物の保安管理 随契1号(少額)

～ R6.6.28 30,800 

R7.3.31 R6.7.31 30,800 

R6.8.30 30,800 

R6.9.30 30,800 

R6.10.21 30,800 

R6.11.21 30,800 

R6.12.23 30,800 

R7.1.21 30,800 

R7.2.21 73,700 

R7.3.21 30,800 

R7.4.25 30,800 

小計 412,500 
随契 R6.4.1 R6.5.31 27,500 一般廃棄物の収集運搬処分 随契1号(少額)

～ R6.6.28 27,500 

R7.3.31 R6.7.31 27,500 

R6.8.30 27,500 

R6.9.30 27,500 

R6.10.21 27,500 

R6.11.21 27,500 

R6.12.23 27,500 

R7.1.21 27,500 

R7.2.21 27,500 

R7.3.21 27,500 

R7.4.25 27,500 

小計 330,000 
随契 R6.4.5 R6.5.31 9,900 校舎内定期清掃 随契1号(少額)

～ R6.6.28 9,900 

R7.3.31 R6.7.31 9,900 

R6.8.30 9,900 

R6.9.30 480,150 

R6.10.21 9,900 

R6.11.21 9,900 

R6.12.23 9,900 

R7.1.21 9,900 

R7.2.21 9,900 

R7.3.21 9,900 

R7.4.25 397,650 

小計 976,800 
随契 R5.4.1 R6.10.21 128,700 消防設備保守点検 随契1号(少額)

～ R7.4.10 174,900 Ｒ５長期

R8.3.31

小計 303,600 

　関　　す　　る　　調

契約
締結
方法

契約期間 支出年月日 金　  額 (円) 委託業務の内容 摘　　要
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様式第□号

契 約 金 額(円)

当初額 変更増減額 計

円 円 円 円

委　　託　　料　　に　

整理
番号

委　　託　　業　　務　　名 受　　託　　者
当初設計
金額 (円）

7 昇降機保守管理 772,200 772,200 0 772,200 

8 自動扉保守点検 44,000 44,000 0 44,000 

9 エアコン清掃 673,200 605,000 0 605,000 

10 ㈱日建築設計事務所 111,100 104,500 0 104,500 

11 ㈱日建築設計事務所 198,000 162,800 0 162,800 

12 入試問題作成 990,000 990,000 0 990,000 

13 教務支援システム保守管理 1,003,200 1,003,200 0 1,003,200 

産業廃棄物収集・運搬 68,310 68,310 0 68,310 

産業廃棄物処分 18,480 18,480 0 18,480 

産業廃棄物収集・運搬 28,050 28,050 0 28,050 

産業廃棄物処分 18,700 18,700 0 18,700 

産業廃棄物収集・運搬 52,800 52,800 0 52,800 

産業廃棄物処分 55,000 55,000 0 55,000 

事務関係　計 13件 7,608,480 7,450,740 0 7,450,740 

工事関係　計 0件 0 0 0 0 

合　　　　　計 13件 7,608,480 7,450,740 0 7,450,740 

三菱電機ビルソリュー
ションズ㈱横浜支社

中日本オート・ドア㈱

日本空調サービス㈱静
岡支店

建築基準法第12条に基づく定期
点検(建築設備)

建築基準法第12条に基づく定期
点検(防火設備)

□□□□

㈱日東システムテクノロ
ジーズ

日本産業廃棄物処理㈱

角松商事(有)

日本産業廃棄物処理㈱

㈱太洋サービス

(有)野原商事

㈱トージツ沼津工場

-32-



(令和６年度）

円

　関　　す　　る　　調

契約
締結
方法

契約期間 支出年月日 金　  額 (円) 委託業務の内容 摘　　要

随契 R5.4.1 R6.7.31 64,350 昇降機保守管理 随契1号(少額)

～ R6.10.21 64,350 Ｒ５長期

R8.3.31 R7.1.21 64,350 

R7.4.25 64,350 

小計 257,400 
随契 R6.4.1 R6.10.15 22,000 自動扉保守点検 随契1号(少額)

～ R7.4.10 22,000 

R7.3.31

小計 44,000 
随契 R6.7.11 R6.9.27 605,000 エアコン清掃 随契1号(少額)

～

R6.10.31

小計 605,000 
随契 R6.7.5 R6.10.24 104,500 法定点検 随契1号(少額)

～

R6.10.11

小計 104,500 
随契 R6.7.5 R6.10.24 162,800 法定点検 随契1号(少額)

～

R6.10.11

小計 162,800 
随契 R6.5.8 R6.9.30 330,000 入試問題作成 随契1号(少額)

～ R6.11.13 660,000 

R6.10.18

小計 990,000 
随契 R6.4.1 R6.5.31 83,600 教務支援システム保守管理 随契2号（不適）

～ R6.6.28 83,600 

R7.3.31 R6.7.31 83,600 

R6.8.30 83,600 

R6.9.30 83,600 

R6.10.31 83,600 

R6.11.29 83,600 

R6.12.25 83,600 

R7.1.31 83,600 

R7.2.28 83,600 

R7.3.31 83,600 

R7.4.18 83,600 

小計 1,003,200 
随契 R6.12.9 R7.1.31 68,310 産業廃棄物収集・運搬 随契1号(少額)

～

R7.2.28

小計 68,310 
随契 R6.12.9 R7.1.31 18,480 産業廃棄物処分 随契1号(少額)

～

R7.2.28

小計 18,480 
随契 R6.12.9 R7.1.31 28,050 産業廃棄物収集・運搬 随契1号(少額)

～

R7.2.28

小計 28,050 
随契 R6.12.9 R7.1.31 18,700 産業廃棄物処分 随契1号(少額)

～

R7.2.28

小計 18,700 
随契 R7.2.3 R7.2.25 52,800 産業廃棄物収集・運搬 随契1号(少額)

～

R7.2.28

小計 52,800 
随契 R7.2.3 R7.2.25 55,000 産業廃棄物処分 随契1号(少額)

～

R7.2.28

小計 55,000 

6,328,740 

0 

6,328,740 
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様式第□号

契 約 金 額(円)

当初額 変更増減額 計

円 円 円 円
(事務関係)

1 庁舎機械警備 679,800 679,800 0 679,800 

2 電話交換設備等保守 217,800 217,800 0 217,800 

3 488,400 451,000 0 451,000 

4 一般廃棄物収集運搬処分 330,000 330,000 0 330,000 

5 清掃 989,670 989,670 0 989,670 

6 消防設備保守点検 広伸防災㈱ 910,800 910,800 0 910,800 

7 昇降機保守管理 772,200 772,200 0 772,200 

8 自動扉保守点検 44,000 44,000 0 44,000 

9 エアコン清掃 643,500 572,000 0 572,000 

10 ㈱日建築設計事務所 104,500 104,500 0 104,500 

11 ㈱日建築設計事務所 162,800 162,800 0 162,800 

12 入試問題作成 990,000 825,000 0 825,000 

13 教務支援システム保守管理 1,003,200 1,003,200 0 1,003,200 

事務関係　計 13件 7,336,670 7,062,770 0 7,062,770 

工事関係　計 0件 0 0 0 0 

合　　　　　計 13件 7,336,670 7,062,770 0 7,062,770 

委　　託　　料　　に　

整理
番号

委　　託　　業　　務　　名 受　　託　　者
当初設計
金額 (円）

セコム㈱

㈱宇式通信システム沼
津営業所

自家用電気工作物保安管理 ㈱ユアーズ静岡

㈲野原商事

㈱東海ビルメンテナス
東静岡営業所

三菱電機ビルソリュー
ションズ㈱横浜支社

中日本オート・ドア㈱

日本空調サービス㈱静
岡支店

建築基準法第12条に基づく定
期点検(建築設備)

建築基準法第12条に基づく定
期点検(防火設備)

□□□□

㈱日東システムテクノロ
ジーズ
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(令和７年度）
(令和７年８月31日現在)

円

随契 R7.4.1 R7.5.30 56,650 校舎時間外・休日の機械警備 随契1号(少額)
～ R7.6.27 56,650 
R8.3.31 R7.7.28 56,650 

R7.8.25 56,650 

小計 226,600 
随契 R7.4.1 R7.5.21 18,150 電話交換設備等の保守管理 随契1号(少額)

～ R7.6.26 18,150 
R8.3.31 R7.7.25 18,150 

R7.8.25 18,150 

小計 72,600 
随契 R7.4.1 R7.5.30 34,100 自家用電気工作物の保安管理 随契1号(少額)

～ R7.6.30 34,100 
R8.3.31 R7.7.25 34,100 

R7.8.25 34,100 

小計 136,400 
随契 R7.4.1 R7.5.30 27,500 一般廃棄物の収集運搬処分 随契1号(少額)

～ R7.6.30 27,500 
R8.3.31 R7.7.25 27,500 

R7.8.25 27,500 

小計 110,000 
随契 R7.4.10 R7.5.30 7,150 校舎内定期清掃 随契1号(少額)

～ R7.6.30 7,150 
R8.3.31 R7.7.25 7,150 

R7.8.25 7,150 

小計 28,600 
随契 R5.4.1 消防設備保守点検 随契1号(少額)

～ Ｒ５長期
R8.3.31

小計 0 
随契 R5.4.1 R7.7.22 64,350 昇降機保守管理 随契1号(少額)

～ Ｒ５長期
R8.3.31

小計 64,350 
随契 R7.4.1 自動扉保守点検 随契1号(少額)

～
R8.3.31

小計 0 
随契 R7.7.18 エアコン清掃 随契1号(少額)

～
R7.10.31

小計 0 
随契 R7.7.25 法定点検 随契1号(少額)

～
R7.10.17

小計 0 
随契 R7.7.25 法定点検 随契1号(少額)

～
R7.10.17

小計 0 
随契 R7.5.13 入試問題作成 随契1号(少額)

～
R7.10.17

小計 0 
随契 R7.4.1 R7.5.30 83,600 教務支援システム保守管理 随契1号(少額)

～ R7.6.30 83,600 
R8.3.31 R7.7.31 83,600 

R7.8.29 83,600 

小計 334,400 

972,950 

0 

972,950 

　関　　す　　る　　調

契約
締結
方法

契約期間 支出年月日 金　  額 (円) 委託業務の内容 摘　　要

-35-



様式第□号

整理
番号

負担金名 交付先 負担根拠 事業内容 負担金額 支出年月日

1 看護師国家試験分
析レポート＆受験
指導対策セミナー
受講料

株式会社Ｇａｋ
ｋｅｎ

開催通知 講演等による教員の資質
向上

9,900 R6.4.22

2 公益社団法人全国
助産師教育協議会
年会費

公益社団法人全
国助産師教育協
議会

会則 助産師教育施設の運営、
教育に関する情報提供等

100,000 R6.4.26

3 東海北陸地区自治
体看護学校協議会
会費

東海北陸地区自
治体看護学校協
議会

規約 東海北陸地区の自治体立
看護学校の運営に関する
情報交換及び専門部会研
究会の開催

10,000 R6.5.16

4 一般社団法人日本
看護学校協議会会
費

一般社団法人日
本看護学校協議
会

会則 看護職教育施設の運営、
教育に関する情報提供、
関係機関等との連絡協議
及び研究活動

50,000 R6.5.17

5 公益社団法人全国
助産師教育協議会
定時社員総会参加
費

公益社団法人全
国助産師教育協
議会

開催通知 講演等による教員の資質
向上

3,300 R6.5.20

6 静岡県自治体立看
護学校協議会会費

静岡県自治体立
看護学校協議会

会則 県内の自治体立看護学校
の交流による教育の質向
上

25,000 R6.6.14

7 清水町防火協会会
費

清水町防火協会 会則 防火管理等に関する研修
会、講習会の開催等

3,000 R6.6.14

8 訪問看護師養成講
習会受講料

公益社団法人静
岡県看護協会

開催通知 講演等による教員の資質
向上

33,300 R6.7.25

9 ハラスメント防止
に向けた研修会受
講料

一般社団法人日
本看護学校協議
会

開催通知 講演等による教員の資質
向上

8,000 R6.9.30

10 臨床につながる母
性看 護 実習 セ ミ
ナー受講料

株式会社メディ
カ出版

開催通知 講演等による教員の資質
向上

20,000 R6.10.4

11 ＤＸ化推進教育研
修会受講料

一般社団法人日
本看護学校協議
会

開催通知 講演等による教員の資質
向上

7,000 R6.11.29

12 副学校長・教務主
任会受講料

一般社団法人日
本看護学校協議
会

開催通知 講演等による教員の資質
向上

28,000 R6.12.6

13 会計年度任用職員
人間ドック受診料
負担金

地方職員共済組
合静岡県支部長

通知 会計年度任用職員の人間
ドック受診の促進

14,000 R7.2.6

14 日本助産診断実践
学会学術集会受講
料

日本助産診断実
践学会学術集会
大会長

開催通知 講演等による教員の資質
向上

8,000 R7.2.12

負担金支出調
（令和６年度）
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様式第□号

整理
番号

負担金名 交付先 負担根拠 事業内容 負担金額 支出年月日

負担金支出調
（令和６年度）

15 シミュレーション
教育セミナー受講
料

株式会社京都科
学東京支店

開催通知 講演等による教員の資質
向上

6,000 R7.3.7

15件 325,500計
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様式第□号

整理
番号

負担金名 交付先 負担根拠 事業内容 負担金額 支出年月日

1 公益社団法人全国
助産師教育協議会
年会費

公益社団法人全
国助産師教育協
議会

会則 助産師教育施設の運営、
教育に関する情報提供等

100,000 R7.4.30

2 東海北陸地区自治
体看護学校協議会
会費

東海北陸地区自
治体看護学校協
議会

規約 東海北陸地区の自治体立
看護学校の運営に関する
情報交換及び専門部会研
究会の開催

10,000 R7.5.12

3 公益社団法人全国
助産師教育協議会
定時社員総会参加
費

公益社団法人全
国助産師教育協
議会

開催通知 講演等による教員の資質
向上

4,400 R7.5.16

4 一般社団法人日本
看護学校協議会会
費

一般社団法人日
本看護学校協議
会

会則 看護職教育施設の運営、
教育に関する情報提供、
関係機関等との連絡協議
及び研究活動

50,000 R7.5.23

5 日本老年看護学会
第30回学術集会受
講料

日本老年看護学
会学術集会事務
局

開催通知 講演等による教員の資質
向上

15,000 R7.5.30

6 公日本看護学教育
学会第35回学術集
会受講料

一般社団法人日
本看護学教育学
会

開催通知 講演等による教員の資質
向上

15,000 R7.6.10

7 静岡県自治体立看
護学校協議会会費

静岡県自治体立
看護学校協議会

会則 県内の自治体立看護学校
の交流による教育の質向
上

25,000 R7.6.13

8 全国助産師教育協
議会ファーストス
テージ研修受講料

公益社団法人全
国助産師教育協
議会

開催通知 講演等による教員の資質
向上

6,600 R7.6.23

9 清水町防火協会会
費

清水町防火協会 会則 防火管理等に関する研修
会、講習会の開催等

3,000 R7.7.3

10 日本看護教育学学
会第34回学術集会
受講料

日本看護教育学
学会

開催通知 講演等による教員の資質
向上

8,000 R7.7.15

11 ＤＸスキルアップ
セミナー受講料

株式会社京都科
学　東京支店

開催通知 講演等による教員の資質
向上

10,000 R7.7.16

11件 247,000

負担金支出調
（令和７年度）

（令和７年８月31日現在）

計
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余 白
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様式第□号

当初額 変更増減額

円 円 円

649,000 638,000 0

合　　計 １　件 649,000 638,000 0

建　　　築　　　工

　　　契　　約　　金　
整理
番号

予算科目 工事名 工事箇所
当　　初
設計金額

1 資産経営費

令和６年度　看護
専門学校校舎北棟
ガス給湯器（GW-
1）更新工事

駿東郡清水
町長沢
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（令和６年度）

  額

計

円 円

R6.9.18
638,000 R6.11.21 638,000

638,000 638,000

事　 　調

契約
締結
方法

受注者
着　　　手
完成(予定)
年　月　日

支出済額 工事概要
公有財産
台　　帳

摘　要

－

令達年月日
R6.7.24　
支払年月日
R6.12.13
随契１号（少額）

随契
（株）井戸
松

ガス給湯器
更新工事
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様式第□号

公 有 財 産 調

（令和６年度）

（令和７年度中増減なし）

区分

6 年 3 月 31 日現在 増 減 7 年 3 月 31 日現在

摘要数量又は

面 積
台帳価格

数量又は

面 積

台 帳

価 格

数量又は

面 積

台 帳

価 格

数量又は

面 積
台帳価格

行政財産

千円

991,979

千円 千円

28,709

千円

963,270

土地

㎡

5,224.74 535,163

㎡

5,224.74 535,163

立木竹

本

965 1,013

本

965 1,013

建物

㎡

2,125.97

4,565.61

442,331 26,695

㎡

2,125.97

4,565.61

415,636

工作物

個

79 13,472

個 個

2,014

個

79 11,458

公有財産に

準ずるもの

175 175

電話

加入権

件

3 175

件

3 175
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様式第□号

借 地 借 家 等 調

（令和７年８月 31 日現在）

様式第□号－□

事務機器等の債務負担行為又は長期継続契約に係る調

（令和７年度）

（令和７年８月 31 日現在）

整理

番号
区分 種別 所在地

地目 数量又は

面積

借 料
契約期間

所有者又は

契約者氏名
用途

台帳 現況 単価 年額

１ 土地 敷地 清水町長沢

字多賀作

213-3 地内

公衆用道路

㎡

1.66

円 円

無償 7.4.1～

8.3.31

清水町長 学校

敷地

区
分

事業名

又は

契約名

内容 契約額

（契約額の年度別内訳）

５年度 ６年度 ７年度 ８年度 ９年度 10 年度

円 円 円 円 円 円 円

長 期継 続

契 約

電子複写機

賃貸借

(教務課)

複写機賃貸借

契約(５年間)

(契約日)5.4.1

2,743,131 621,086 621,086 621,086 621,087 258,786

電子複写機

賃貸借

(総務課)

複写機賃貸借

契約(５年間)

(契約日)6.4.1

521,404 120,916 117,216 117,216 117,216 48,840
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様式第□号

行 政 財 産 貸 付 ・ 使 用 許 可 調

（令和７年８月 31 日現在）

整理

番号
区分 種別 所在地

地 目 数量又は

面積

貸付料又は

使用料
貸付又は

使用許可

期間

貸付又は使用許可

を受けた者の氏名

貸付･使用

許可目的
台帳 現況 単価 年額

１ 土地 その他の

教育施設

駿東郡清水町

長沢 212-1

学校用地 電柱 2 本

円

1,500

円

3,000 3.4.1～

8.3.31

西日本電信電話㈱

静岡支店長

□□□□

電気通信

線路設備

設置用地

２ 建物 その他の

教育施設

駿東郡清水町

長沢 212-1

重量鉄骨造 0.46 ㎡ 2,760 7.4.1～

10.3.31

看護専門学校

後援会長

□□□□

福利厚生用

複写機設置

３ 〃 〃 〃 〃 5.00 ㎡ 83,6556.4.1～

9.3.31

ﾀﾞｲﾄﾞｰﾄﾞﾘﾝｺ㈱

東海営業部長

□□□□

飲料用自動

販売機設置

計 89,415
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様式第□号-□

（令和７年８月31日現在）

小

1 04 - 03 模型
周産期全身シミュ
レータ Konoha

助産学生演習用
年間40日程度

H30.10 6,858,000円

2 02 - 01
その他の情報
処理機器

教務支援システム
infoclipper

授業・学籍管理用
毎日（年間240日程度）

H30. 3 4,050,000円

3 04 - 01
産婦人科用機
器

分娩台　LDR
助産学生演習用
年間60日程度

H30.10 3,894,739円

4 04 - 03
その他の看護
用機器

看護教育用デブリー
フィング機器
ふりかえ朗

看護学生演習用
年間40日程度

R6.6 3,817,000円

5 04 - 03 模型
看護教育用シミュ
レータ　SCENARIO

看護学生演習用
年間40日程度

R6.6 3,498,000円

6 04 - 01
産婦人科用機
器

分娩台　マミージョ
イデリバリ

助産学生演習用
年間60日程度

H30.10 3,159,000円

7 04 - 03 模型
フィジカルアセスメ
ントモデル

看護学生演習用
年間40日程度

H30. 1 1,998,000円

8 04 - 03 模型
フィジカルアセスメ
ントモデル

看護学生演習用
年間40日程度

H21. 7 1,992,900円

9 04 - 01
産婦人科用機
器

超音波診断装置
LOGIQ V3

助産学生演習用
年間40日程度

H30.10 1,758,240円

10 04 - 01
産婦人科用機
器

新生児処置台サンフ
ラワーウォーマ

助産学生演習用
年間50日程度

H30.10 1,695,600円

11 01 - 04 移動書庫
移動書庫
ハンドル式

物品管理用
毎日（年間240日程度）

H17. 3 1,613,000円

12 01 - 04
その他の収納
保管庫

リネン棚
リネン保管用
毎日（年間240日程度）

H17. 3 1,596,000円

13 12 - 01 雑機器 図書館防犯装置
図書管理用
毎日（年間240日程度）

H17. 3 1,512,000円

14 04 - 01
産婦人科用機
器

簡易型婦人科手術台
看護学生演習用
年間30日程度

H17. 3 1,312,500円

15 04 - 03 模型 人体解剖模型
看護教育用（常時展示）
毎日（年間240日程度）

H2.3 1,174,200円

16 02 - 01
その他の情報
処理機器

液晶ディスプレイ一
体型電子黒板

講義用
年間100日程度

R6.5 1,056,000円

17 04 - 01
その他の一般
機器

心電計
看護学生演習用
年間20日程度

H17.3 945,000円

18 04 - 01
その他の一般
機器

心電計
看護学生演習用
年間20日程度

H17.3 945,000円

19 04 - 01
産婦人科用機
器

保育器
看護学生演習用
年間30日程度

H17.3 861,000円

20 04 - 03 模型
分娩シミュレータ　
アドバンスド

助産学生演習用
年間40日程度

R6.5 583,000円

主　要　備　品　調

区分

大・中

整理
番号

品名・規格 利用状況 購入年月 購入金額
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様式第□号

整理

番号

□□□□

□□□□

□□□□

□□□□

〔総務課〕

□□□□

□□□□

□□□□

□□□□

□□□□

□□□□

〔教務課〕

□□□□

□□□□

□□□□

□□□□

□□□□

□□□□

□□□□

□□□□

□□□□

□□□□

□□□□

□□□□

□□□□

□□□□

□□□□

□□□□

□□□□

□□□□

□□□□

□□□□

□□□□

□□□□

□□□□

□□□□

□□□□

□□□□

□□□□

□□□□

□□□□

□□□□

□□□□

□□□□

□□□□

□□□□

□□□□

□□□□

□□□□

□□□□

□□□□

□□□□

□□□□

□□□□

職　　員　　調
（令和７年８月31日現在）

職名 氏名 事務分担 住所 勤務年数 摘　　要

１ 校長（事） 蕪木　宏一 学校総括 □□□□ □□□□ □□□□

２ 副校長（技） 森上　美知子 校長補佐 □□□□ □□□□ □□□□

３ 総務課長（事） 深澤　真嗣 総務課総括 □□□□ □□□□ □□□□

４ 主査（事） 山本　淳 総務・会計 □□□□ □□□□ □□□□

５ 主査（事） 飯田　圭美 学生・会計 □□□□ □□□□ □□□□

６ 教務課長（技） 長谷川　明子 教務課総括 □□□□ □□□□ □□□□

７ 教育主幹（技） 渡邊　静世 総括（１学科） □□□□ □□□□ □□□□

８ 教育主幹（技） 渡邉　千恵子 総括（２学科） □□□□ □□□□ □□□□

９ 教育主幹（技） 廣瀬　順
総括・時間割
（助産学科）

□□□□ □□□□ □□□□

１０ 教育主査（技） 望月　あゆみ
実習調整・担任
（助産学科）

□□□□ □□□□ □□□□

１１ 教育主査（技） 大竹　加代子 副担任（１学科２年） □□□□ □□□□ □□□□

１２ 教育主査（技） 斎藤　文子 担任（１学科２年） □□□□ □□□□ □□□□

１３ 教育主査（技） 内田　百合子 実習調整（１学科） □□□□ □□□□ □□□□

１４ 教育主査（技） 杉山　つかさ
担任(１学科３年)
国試

□□□□ □□□□ □□□□

１５ 教育主査（技） 望月　美佐 担任（１学科１年） □□□□ □□□□ □□□□

１６ 教育主査（技） 杉山　恵美
時間割・副担任
（助産学科）

□□□□ □□□□ □□□□

１７ 教育主査（技） 井上　道子 副担任（２学科２年） □□□□ □□□□ □□□□

１８ 教育主査（技） 杉山　久美子
担任（２学科１年）
時間割

□□□□ □□□□ □□□□

１９ 教育主査（技） 橋本　惠美
担任（１学科１年）
時間割

□□□□ □□□□ □□□□

２０ 教育主査（技） 稲川　由美
副担任（１学科３
年）

□□□□ □□□□ □□□□

２１ 教育主査（技） 和田　愛
副担任（２学科１
年）

□□□□ □□□□ □□□□

２２ 教育主査（技） 水野　有紀子 － □□□□ □□□□ □□□□

２３ 教育主査（技） 福富　和也
担任（１学科３年）
国試

□□□□ □□□□ □□□□

２４ 教育主任（技） 塩崎　佳美 担任（２学科２年） □□□□ □□□□ □□□□

２５ 教育主任（技） 真野　優 副担任（１学科１年） □□□□ □□□□ □□□□

２６ 教育主任（技） 堤　佑実 担任（１学科１年） □□□□ □□□□ □□□□

平 均 年 数 □□□□ □□□□
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□□□□

□□□□

□□□□

□□□□

□□□□

□□□□

□□□□

□□□□

□□□□

□□□□

□□□□

□□□□

□□□□

□□□□

□□□□

□□□□

□□□□

□□□□

□□□□

□□□□

□□□□

□□□□

□□□□

□□□□

□□□□

□□□□

□□□□

□□□□

□□□□

□□□□

□□□□

□□□□

□□□□

□□□□

□□□□

□□□□

□□□□

□□□□

□□□□

□□□□

□□□□

□□□□

職名 氏名 事務分担 住所 勤務年数 摘　　要

健康管理医 樽谷　康弘
学生の健康管理に関
する助言・指導

□□□□ □□□□ □□□□

1 会計年度任用職員 浅田　ひろ子 教務実習指導(看護) □□□□ □□□□ □□□□

2 会計年度任用職員 安藤　登美子 教務実習指導（助産） □□□□ □□□□ □□□□

3 会計年度任用職員 後藤　規代 学校運営補助（清掃） □□□□ □□□□ □□□□

4 会計年度任用職員 菅本　浩子 教務実習指導（看護） □□□□ □□□□ □□□□

5 会計年度任用職員 伊藤　千恵 教務実習指導（助産） □□□□ □□□□ □□□□

6 会計年度任用職員 佐野　涼子 教務事務補助 □□□□ □□□□ □□□□

7 会計年度任用職員 鈴木　美乃里 教務事務補助 □□□□ □□□□ □□□□

8 会計年度任用職員 矢野　由美子 総務事務補助 □□□□ □□□□ □□□□

9 会計年度任用職員 佐野　由美子 教務実習指導（看護） □□□□ □□□□ □□□□

10 会計年度任用職員 迫川　文香 教務実習指導（助産） □□□□ □□□□ □□□□

11 会計年度任用職員 岩邊　玲子 教務実習指導（看護） □□□□ □□□□ □□□□

12 会計年度任用職員 美坂　真李江 教務実習指導（助産） □□□□ □□□□ □□□□

13 会計年度任用職員 石川　弥生子 教務実習指導（助産） □□□□ □□□□ □□□□

14 会計年度任用職員 渡邉　弘子 教務実習指導（看護） □□□□ □□□□ □□□□

15 会計年度任用職員 伊藤　望美 教務実習指導（看護） □□□□ □□□□ □□□□

16 会計年度任用職員 杉山　美由紀 教務実習指導（看護） □□□□ □□□□ □□□□

17 会計年度任用職員 濵口　惣則 教務実習指導（看護） □□□□ □□□□ □□□□

18 会計年度任用職員 河野　美佐江 教務実習指導（看護） □□□□ □□□□ □□□□

19 会計年度任用職員 福井　志保 総務事務補助 □□□□ □□□□ □□□□

20 会計年度任用職員 鈴木　香織 教務実習指導（助産） □□□□ □□□□ □□□□
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様式第□号－□

職 員 の 年 齢 調

（令和７年８月 31 日現在）

様式第□号－□

健 康 管 理

１ 前年度受診状況

２ 本年度在籍者の健康管理区分結果

年 齢 人 員 摘 要

20 歳未満 0 人

20 歳以上 30 歳未満 0 人

30 歳以上 40 歳未満 2 人

40 歳以上 50 歳未満 7 人

50 歳以上 56 歳未満 9 人

56 歳以上 61 歳未満 ７人

61 歳以上 0 人

計 25 人 平均年齢 50.2 歳

区分 内容 (1) 未受診の理由

受診状況
受診者数 25 人

職 員 数 25 人

受診率 100.0％

県平均受診率 100.0％

健康管理区分 人数

(1)管理区分Ａ～Ｃ２

該当者に対する措

置状況

該当なし

(2)未区分の理由

ア 産休・育休 1 人

イ 新規採用 3 人

ウ 自己都合による

未受診 0 人

エ その他 0 人

Ａ 休養のため必要な期間、勤務を休止させる。 0 人

Ｂ１
勤務時間を短縮し、時間外、休

日、宿日直勤務及び長期又は遠

方への出張をさける。また、必

要に応じ勤務場所、勤務内容の

変更を行う。

要 治 療 0 人

Ｂ２ 要経過観察 0 人

Ｃ１
勤務をほぼ平常に行ってよい

が症状によっては、時間外、休

日、宿日直勤務及び長期又は遠

方への出張等勤務に制限を加

える必要がある。

要 治 療 0 人

Ｃ２ 要経過観察 0 人

Ｄ１

平常の勤務でよい。

要 治 療 10 人

Ｄ２ 要経過観察 6 人

Ｄ３ 医 療 不 要 5 人

区分者計 21 人

未区分者数 4 人

合計 25 人
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番号 担当科目 氏名 所属等

1 つながりあう言葉（手話） □□□□ 2 □□□□

2 生殖医療と生命倫理（周産期の遺伝医療） □□□□ 助 □□□□

3 成人看護学概論、医療関係法規 □□□□ 1 2 □□□□

4 人間関係論、コミュニケーション演習 □□□□ 1 2 助 □□□□

5 こころとからだの癒やし(ヨガ) □□□□ 1 2 □□□□

6 グループディスカッション □□□□ 1 □□□□

7 つながりあう言葉（手話） □□□□ 1 □□□□

8 社会学 □□□□ 1 2 □□□□

9 こころとからだの癒やし(ヒーリング) □□□□ 1 2 □□□□

10 母子の健康科学(運動） □□□□ 助 □□□□

11 つながり合う言葉(医療英語） □□□□ 2 □□□□

12 特別講義(ペリネイタルロス） □□□□ 助 □□□□

13 生殖医療と生命倫理、周産期の生理と病態 □□□□ 助 □□□□

14 人間と環境(生活環境)、生化学 □□□□ 2 □□□□

15 栄養学 □□□□ 1 2 □□□□

16 母性看護学概論、成人看護学Ⅳ(女性生殖機能障害と看護) □□□□ 2 □□□□

17
形態機能学Ⅳ(生殖器系)、母性看護学概論、母性看護学方法Ⅲ(女性生

殖器疾患看護)
□□□□ 1 □□□□

18 医療英会話 □□□□ 1 □□□□

19 母子の健康科学(栄養) □□□□ 助 □□□□

20 基礎看護学概論(職業倫理と専門職・看護)、地域・在宅看護論概論 □□□□ 1 2 □□□□

21
母性看護学方法Ⅰ(分娩)、母性看護学方法Ⅱ(新生児)、母性看護学Ⅱ

(事例展開)
□□□□ 1 2 □□□□

22
地域・在宅看護論概論、地域・在宅看護論Ⅰ・Ⅱ、地域・在宅看護論方

法Ⅱ・Ⅲ
□□□□ 1 2 □□□□

23 医療と倫理 □□□□ 1 □□□□

24 つながりあう言葉（点字） □□□□ 2 □□□□

25 小児看護学概論、小児看護学Ⅰ(入院・外来における看護、経過別看護) □□□□ 2 □□□□

26 精神看護学Ⅰ(精神状態と看護)、精神看護学概論 □□□□ 1 2 □□□□

27 健康と公衆衛生Ⅰ・Ⅱ、関係法規 □□□□ 1 2 □□□□

28 深く生きるための対話 □□□□ 1 □□□□

29 深く生きるための対話 □□□□ 1 □□□□

30 社会福祉 □□□□ 1 □□□□

31 老年看護学方法Ⅱ(認知症高齢者の看護）、心理学 □□□□ 1 □□□□

外部講師調（内部講師も含む）

学科
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外部講師調（内部講師も含む）

学科

32 基礎看護学方法Ⅶ（機器管理①） □□□□ 1 □□□□

33
母性看護学Ⅰ(妊娠・分娩・産褥新生児期の看護)、母性看護学Ⅱ(母性

看護技術)
□□□□ 2 □□□□

34 情報科学、情報倫理 □□□□ 1 2 助 □□□□

35 人間の探究 □□□□ 1 □□□□

36 リハビリテーション(摂食・嚥下) □□□□ 1 2 □□□□

37 リハビリテーション □□□□ 1 □□□□

38 リハビリテーション □□□□ 1 □□□□

39 小児看護学方法Ⅱ（小児疾患） □□□□ 1 □□□□

40 グループディスカッション、深く生きるための対話 □□□□ 1 □□□□

41 地域母子保健(地域母子保健の展開、国際母子保健) □□□□ 助 □□□□

42 成人看護学Ⅳ(脳・神経機能障害と看護） □□□□ 2 □□□□

43 形態機能学Ⅰ(呼吸器)、疾病治療論Ⅰ(呼吸器疾患) □□□□ 2 □□□□

44
疾病論Ⅳ（脳神経系疾患）

□□□□ 1 □□□□

45 病理学、疾病治療総論 □□□□ 1 2 □□□□

46 老年看護学方法Ⅲ(終末期看護） □□□□ 1 □□□□

47 成人看護学Ⅲ(腎・泌尿器機能障害と看護） □□□□ 2 □□□□

48 疾病論Ⅲ（消化器系疾患） □□□□ 1 □□□□

49 疾病論Ⅱ（呼吸器系疾患）、地域・在宅看護論方法Ⅰ □□□□ 1 □□□□

50 母性看護学概論 □□□□ 2 □□□□

51 母性看護学概論 □□□□ 2 □□□□

52 疾病論Ⅰ（血液・造血器疾患） □□□□ 1 □□□□

53 成人看護学方法Ⅱ(呼吸機能） □□□□ 1 □□□□

54 疾病論Ⅱ（循環器系疾患） □□□□ 1 □□□□

55 成人看護学方法Ⅲ(周手術期) □□□□ 1 □□□□

56 微生物学 □□□□ 1 □□□□

57 微生物学 □□□□ 1 □□□□

58 微生物学 □□□□ 1 □□□□

59 疾病治療論Ⅰ(自己免疫疾患・膠原病) □□□□ 2 □□□□

60 看護の統合と実践Ⅱ(国際看護) □□□□ 2 □□□□

61 地域・在宅看護論方法Ⅰ □□□□ 1 □□□□

62 成人看護学方法Ⅱ(循環器系疾患の看護） □□□□ 1 □□□□
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番号 担当科目 氏名 所属等

外部講師調（内部講師も含む）

学科

63 成人看護学Ⅲ(感染症と看護） □□□□ 2 □□□□

64 成人看護学Ⅰ(医療機器管理） □□□□ 2 □□□□

65 成人看護学Ⅰ(救急看護） □□□□ 2 □□□□

66 看護の統合と実践Ⅰ(医療安全) □□□□ 2 □□□□

67 成人看護学方法Ⅱ、成人看護学Ⅱ □□□□ 1 2 □□□□

68 基礎看護学方法Ⅳ(フィジカルアセスメント) □□□□ 1 □□□□

69 基礎看護学方法Ⅸ(救急看護） □□□□ 1 □□□□

70 看護の統合と実践Ⅰ(看護管理） □□□□ 2 □□□□

71 基礎看護学方法Ⅳ(フィジカルアセスメント) □□□□ 1 □□□□

72 看護の統合と実践Ⅳ(看護研究) □□□□ 1 □□□□

73 健康教育演習（効果的な健康教育の作り方） □□□□ 助 □□□□

74 健康教育演習（効果的な健康教育の作り方） □□□□ 助 □□□□

75 地域・在宅看護論方法Ⅲ □□□□ 1 □□□□

76 老年看護学概論(高齢者の理解/多職種連携) □□□□ 2 □□□□

77 地域・在宅看護論Ⅰ(多職種連携・予防的活動) □□□□ 2 □□□□

78 老年看護学概論(高齢者の理解/多職種連携) □□□□ 2 □□□□

79 形態機能学Ⅱ(骨・筋）、疾病治療論Ⅱ(運動機能障害) □□□□ 2 □□□□

80 形態機能学Ⅳ（感覚器系 視覚）、疾病論Ⅳ（感覚器系 眼） □□□□ 1 □□□□

81 基礎看護学Ⅲ □□□□ 2 □□□□

82 基礎看護学Ⅲ(神経・頭頸部他のフィジカルアセスメント） □□□□ 2 □□□□

83 成人看護学Ⅰ（手術療法と看護） □□□□ 2 □□□□

84 基礎看護学Ⅲ □□□□ 2 □□□□

85
成人看護学方法Ⅰ(腎・泌尿器機能障害・蓄尿・排尿障害・慢性腎不

全・内部環境調節機能・体液調節機能）
□□□□ 1 □□□□

86 看護の統合と実践Ⅱ(災害看護） □□□□ 2 □□□□

87 成人看護学Ⅰ(化学療法と看護) □□□□ 2 □□□□

88 看護の統合と実践Ⅲ(国際協力) □□□□ 1 □□□□

89 看護の統合と実践Ⅲ(災害看護) □□□□ 1 □□□□

90 基礎看護学方法Ⅷ（機器管理②） □□□□ 1 □□□□

91 疾病論Ⅴ(運動器系） □□□□ 1 □□□□

92 成人看護学方法Ⅰ（化学療法） □□□□ 1 □□□□

93 看護の統合と実践Ⅲ(災害看護) □□□□ 1 □□□□
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外部講師調（内部講師も含む）

学科

94 基礎看護学Ⅲ(フィジカルアセスメントの基本) □□□□ 2 □□□□

95 成人看護学方法Ⅰ（緩和ケア） □□□□ 1 □□□□

96 形態機能学Ⅰ(細胞の構造と遺伝情報） □□□□ 1 □□□□

97 助産診断・技術学Ⅳ(乳房管理) □□□□ 助 □□□□

98 疾病論Ⅲ（代謝障害 痛風) □□□□ 1 □□□□

99 地域・在宅看護論方法Ⅳ □□□□ 1 □□□□

100 形態機能学Ⅲ(感覚器系 味覚) □□□□ 1 □□□□

101
形態機能学Ⅲ（感覚器系 味覚）、形態機能学Ⅰ、疾病治療論Ⅱ、母子

の健康科学(歯科保健)
□□□□ 1 2 助 □□□□

102 看護の統合と実践Ⅲ（災害看護） □□□□ 1 □□□□

103 助産管理(災害時の地域母子保健) □□□□ 助 □□□□

104 助産診断・技術学Ⅰ(相談・教育の基礎） □□□□ 助 □□□□

105 母子の心理・社会学、助産学概論 □□□□ 助 □□□□

106 グループディスカッション □□□□ 1 □□□□

107 小児看護学方法Ⅱ（小児疾患の看護） □□□□ 1 □□□□

108 小児看護学方法Ⅱ（小児疾患） □□□□ 1 □□□□

109 助産管理 □□□□ 助 □□□□

110 特別講義(リプロダクションにおける形態機能学） □□□□ 助 □□□□

111 生殖医療と生命倫理 □□□□ 助 □□□□

112 女性のライフサイクルと健康教育 □□□□ 助 □□□□

113 形態機能学Ⅲ（消化器系） □□□□ 1 □□□□

114 生化学 □□□□ 1 □□□□

115 老年看護学方法Ⅰ（高齢者のリハビリテーション） □□□□ 1 □□□□

116 精神看護学概論(医療の場における看護の基本) □□□□ 2 □□□□

117 人間の性と性の科学 □□□□ 助 □□□□

118 母性看護学方法Ⅰ（妊娠) □□□□ 1 □□□□

119 産褥・新生児期の援助技術(タッチケア) □□□□ 助 □□□□

120 特別講義(無痛分娩) □□□□ 助 □□□□

121 母子の健康科学(補完代替医療) □□□□ 助 □□□□

122 形態機能学Ⅴ（中枢・末梢神経系） □□□□ 1 □□□□

123 形態機能学Ⅴ（中枢・末梢神経系） □□□□ 1 □□□□

124
形態機能学Ⅳ(腎泌尿器系)、形態機能学Ⅱ、疾病治療論Ⅳ(腎泌尿器・

男性生殖機能障害)
□□□□ 1 2 □□□□
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外部講師調（内部講師も含む）

学科

125 論理的思考と表現、教育と看護、論理学、心理と教育(教育学) □□□□ 1 2 □□□□

126 リハビリテーション □□□□ 1 □□□□

127 特別講義(NCAP） □□□□ 助 □□□□

128 特別講義(地域医療の実際) □□□□ 助 □□□□

129 成人看護学方法Ⅳ(脳神経系疾患） □□□□ 1 □□□□

130 人間と環境(文化) □□□□ 2 □□□□

131 母性看護学Ⅰ、女性のライフサイクルと健康教育 □□□□ 2 助 □□□□

132 形態機能学Ⅲ（栄養代謝） □□□□ 1 □□□□

133 看護の統合と実践Ⅱ（看護管理と医療安全） □□□□ 1 □□□□

134 新生児・乳幼児期期の生理と病態、NCPR □□□□ 助 □□□□

135 精神看護学方法Ⅱ（精神疾患看護） □□□□ 1 □□□□

136 精神看護学方法Ⅱ（精神疾患看護） □□□□ 1 □□□□

137 精神看護学方法Ⅱ（精神疾患看護） □□□□ 1 □□□□

138 母子の健康科学(環境) □□□□ 助 □□□□

139 母子の健康科学(薬剤・嗜好品) □□□□ 助 □□□□

140 老年看護学方法Ⅱ(老年疾患看護） □□□□ 1 □□□□

141 女性のライフサイクルと健康教育 □□□□ 助 □□□□

142 疾病治療論Ⅳ（小児疾患） □□□□ 2 □□□□

143 小児看護学方法Ⅲ(健康障害をもつ児の看護) □□□□ 1 □□□□

144 周産期の生理と病態 □□□□ 助 □□□□

145 周産期の生理と病態 □□□□ 助 □□□□

146 周産期の生理と病態 □□□□ 助 □□□□

147 周産期の生理と病態 □□□□ 助 □□□□

148 周産期の生理と病態 □□□□ 助 □□□□

149 看護の統合と実践Ⅳ（看護研究) □□□□ 1 □□□□

150
助産管理(助産業務管理と財務管理）、女性のライフサイクルと健康教

育、助産診断・技術学Ⅴ
□□□□ 助 □□□□

151
形態機能学Ⅱ（循環機能、内分泌）、疾病論Ⅰ(内分泌系疾患、血液・造血器疾患）、疾病論Ⅱ
(循環器系疾患）、疾病論Ⅲ(代謝障害（痛風を除く）アレルギー・膠原病・感染症）、精神看護

学方法Ⅰ、疾病治療論Ⅱ(内分泌・代謝疾患)
□□□□ 1 2 □□□□

152 心理と教育(心理学) □□□□ 2 □□□□

153 健康教育演習(更年期以降女性への健康教育の実施) □□□□ 助 □□□□

154 疾病論Ⅴ（男性生殖器） □□□□ 1 □□□□

155 疾病論Ⅰ（腎・泌尿器系疾患）、医療倫理 □□□□ 1 2 □□□□
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156 形態機能学Ⅰ(循環器)、疾病治療論Ⅰ(循環器疾患) □□□□ 2 □□□□

157
形態機能学Ⅲ(感覚器：耳鼻咽喉）、疾病治療論Ⅲ(感覚器：耳鼻咽喉疾

患)
□□□□ 2 □□□□

158 疾病治療論Ⅲ(精神疾患) □□□□ 2 □□□□

159 薬理学 □□□□ 2 □□□□

160 形態機能学Ⅳ（内部環境調節 内分泌系） □□□□ 1 □□□□

161 助産管理(災害時に備えた助産管理） □□□□ 助 □□□□

162 疾病論Ⅴ（女性生殖器） □□□□ 1 □□□□

163 形態機能学Ⅳ（感覚器系 聴覚・嗅覚）、疾病論Ⅳ（聴覚・嗅覚） □□□□ 1 □□□□

164
助産管理（周産期医療事故とリスクマネジメント、助産業務におけるリ

スクマネジメント）
□□□□ 助 □□□□

165 薬理学 □□□□ 1 □□□□

166 生活科学 □□□□ 1 □□□□

167 情報科学(統計) □□□□ 1 □□□□

168 疾病論Ⅳ(放射線治療･画像診断治療) □□□□ 1 □□□□

169 成人看護学Ⅲ(内分泌・代謝疾患と看護) □□□□ 2 □□□□

170 疾病治療論Ⅲ(感覚器：眼疾患)、形態機能学Ⅲ(感覚器：眼) □□□□ 2 □□□□

171 成人看護学Ⅲ(内分泌・代謝疾患と看護、アレルギーと看護) □□□□ 2 □□□□

172 疾病論Ⅴ(乳房の疾患） □□□□ 1 □□□□

173 成人看護学Ⅲ(膠原病と看護) □□□□ 2 □□□□

174 成人看護学Ⅳ(運動器機能障害と看護) □□□□ 2 □□□□

175 形態機能学Ⅰ(消化器)、疾病治療論Ⅱ(消化器疾患) □□□□ 2 □□□□

176 成人看護学Ⅲ(血液・造血器障害と看護) □□□□ 2 □□□□

177 看護の統合と実践(看護管理、リスクマネージメント) □□□□ 1 □□□□

178 看護の統合と実践（リスクマネージメント） □□□□ 1 □□□□

179 リハビリテーション（作業療法） □□□□ 2 □□□□

180
形態機能学Ⅱ（呼吸機能）、リハビリテーション(呼吸・循環、概論・

理学療法)
□□□□ 1 2 □□□□

181 形態機能学Ⅰ(骨格・筋系) □□□□ 1 □□□□

182 形態機能学Ⅰ(骨格・筋系) □□□□ 1 □□□□

183 老年看護学方法Ⅲ(老年疾患看護） □□□□ 1 □□□□

184 老年看護学Ⅰ(高齢者リハビリテーションと看護) □□□□ 2 □□□□

185 形態機能学Ⅱ(女性生殖機能)、疾病治療論Ⅳ(女性生殖機能疾患) □□□□ 2 □□□□

186 新生児・乳幼児期の生理と病態 □□□□ 助 □□□□
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187 周産期の生理と病態 □□□□ 助 □□□□

188 補完代替医療総論 □□□□ 助 □□□□

189 形態機能学Ⅰ（身体防御機能 皮膚）、疾病論Ⅳ（皮膚疾患） □□□□ 1 □□□□

190 成人看護学方法Ⅲ（消化機能） □□□□ 1 □□□□

191 老年看護学Ⅰ（高齢者の終末期看護） □□□□ 2 □□□□

192 成人看護学方法Ⅲ（内分泌・栄養代謝） □□□□ 1 □□□□

193 社会保障(社会保障制度としくみ） □□□□ 2 □□□□

194 社会保障(医療保障制度と連携） □□□□ 2 □□□□

195 社会保障(福祉の制度と支援） □□□□ 2 □□□□

196 成人看護学Ⅳ(運動機能障害と看護) □□□□ 2 □□□□

197 小児看護学方法Ⅱ(虐待の看護）/11月小児看護学概論（虐待の看護） □□□□ 1 □□□□

198
産褥・新生児期の援助技術(産後エクササイズ)、助産管理(助産所にお

ける助産業務管理の実際）
□□□□ 助 □□□□

199 グループディスカッション、深く生きるための対話 □□□□ 1 □□□□

200 地域母子保健(地域組織活動・子育て支援活動・地域相談活動) □□□□ 助 □□□□

201 地域母子保健(地域組織活動・子育て支援活動・地域相談活動) □□□□ 助 □□□□

202 女性のライフサイクルと健康教育 □□□□ 助 □□□□

203 こころとからだの癒し(ラフターヨガ) □□□□ 2 □□□□

204 成人看護学方法Ⅰ（放射線療法）、成人看護学Ⅰ(放射線療法と看護） □□□□ 1 2 □□□□

205 成人看護学Ⅱ(消化機能障害と看護) □□□□ 2 □□□□

206 成人看護学方法Ⅳ(運動機能） □□□□ 1 □□□□

207 助産診断・技術学Ⅲ(救急処置) □□□□ 助 □□□□

208 成人看護学方法Ⅳ(運動機） □□□□ 1 □□□□

209 疾病論Ⅱ □□□□ 2 □□□□

210 疾病論Ⅱ □□□□ 2 □□□□

211 形態機能学Ⅱ(生体防御機構)、疾病治療論Ⅲ(アレルギー疾患) □□□□ 2 □□□□

212 形態機能学Ⅲ(脳・神経)、疾病治療論Ⅲ(脳・神経疾患) □□□□ 2 □□□□

213
小児看護学方法Ⅰ(発達に応じた栄養の特徴）、小児看護学方法Ⅲ(検査

処置治療･外来看護師の役割)
□□□□ 1 □□□□

214
小児看護学Ⅰ(障害のある子どもと家族の看護、主要疾患のある子ども

と家族の看護)
□□□□ 2 □□□□

215 小児看護学Ⅰ(状態・症状別看護、虐待・事故・救命と看護) □□□□ 2 □□□□

216 周産期の生理と病態 □□□□ 助 □□□□

217 助産診断・技術Ⅴ(ハイリスクケア) □□□□ 助 □□□□
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218 助産管理 □□□□ 助 □□□□

219 小児看護学方法Ⅰ（成長発達の特性と理解） □□□□ 1 □□□□

220 環境論 □□□□ 1 □□□□

221 女性のライフサイクルと健康教育 □□□□ 助 □□□□

222 精神看護学概論(精神看護・精神の健康と発達) □□□□ 2 □□□□

県職員 形態機能学Ⅰ（血液）、疾病治療論Ⅰ(血液疾患) □□□□ 1 2 □□□□

県職員 健康と公衆衛生Ⅰ、健康と公衆衛生Ⅱ □□□□ 1 □□□□

県職員 精神看護学概論(精神障害と制度・支援) □□□□ 2 □□□□

県職員 看護の統合と実践Ⅳ(看護研究) □□□□ 1 □□□□

県職員 看護の統合と実践Ⅲ(防災活動・災害救助活動) □□□□ 1 □□□□

県職員 微生物学 □□□□ 2 □□□□
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